
業費×総延長)
2

38 8 28 53 24 24
m

6 4 2 0 - -

7509  巣子野沢線道路改良舗装事業

事業費による換算延長(年度事業費/総事業費×総延長)
3

264 252 278 203 189 44
m

224 189 191 204 - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移
事務事業目標指標

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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０１ 安全・快適な幹線道路網の整備

道路課　総括主査  林野　栄治

１．施策の令和 4年度までの実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

・市内の地域間を安全かつ円滑に移動できる道路ネットワークの実現を目指して、幹線市道の整備を推進します。また、幹

線市道を補完する地域内市道についても、交通安全に配慮した整備を推進します。

・市内交通の骨格となる国道及び県道については、引き続き各道路管理者に対し危険箇所や混雑状況などの情報提供を行い

ながら継続的な要望活動を実施し、早期の整備実現に努めます。

・市役所周辺における中心市街地形成に向けた幹線市道の整備を進めます。

・「ひとにやさしく安全安心で活力あふれるまち」を目指し、あるべき道路網の将来像を定める道路整備計画を策定します

。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮

ら

し

交通事故発生件数

1 71 71 71 71 71 Ｄ
件以下 71

57 65 65 41 41 0.0

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

3391  県街路事業市町村負担金

工事延長
1

0 0 100 100 100 0
ｍ

0 0 94 16 - -

6076  国道4号交差点接続部整備事業（第1巣子線外2路線）

事業費による換算延長(年度事業費/総事



針についての達成（実現）状況
Ｃ 一部達成した

Ｃ 一部達成した

(１) 施策の実現に影響する社会環境変化
Ｂ 社会環境変化あり

(２) 基本施策との関連性から施策の見直し
Ａ 必要なし

４．施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

Ｂ 課題あり
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道路課　総括主査  林野　栄治

２．施策の実現に向けての令和 4年度までの取り組み状況を分析する

・幹線市道の整備を促進し、関連事業と連携し、完成時期の調整を図りながら事業

政

を推進しました。

・市

 

内の国県道の改良整備

 

については、機会を捉

 

えて継続的に整備促進

 

等の要望を行いました

策

。

(２) 基本計画内

:

の取り組みと方針のう

基

ち、令和 4年度の重

本

点課題の達成（実現）

施

状況

【重点課題】

幹線

策

市道の整備

【重点課題

:

の達成状況】

巣子地区

施

、柳沢地区及び鵜飼地

 

区の幹線市道の整備促

 

進しました。

３．施策

 

の実現に向けての令和

 

 4年度実施後での変

策

化を認識する

子供が犠

:

牲となる事故が相次い

施

で発生したことを受け

策

、未就学児を中心に子

担

供が日常的に集団で移

当

動する経路等の安全確

職

保

が求められています

・

。

基本施策達成のため

氏

、引き続き同一施策の

名

継続が必要です。

(１

(

) 令和 6年度方針

１

策定に際し、今後の方

)

向性や引継課題

【今後

 

の方向性】

・「道路整

施

備計画」を更新するこ

策

とで、事業の優先順位

目

を明確にし、効率的な

標

事業促進を図る必要が

の

あります。

・特定財源

達

が減少する中で、道路

成

新設改良に代わる幹線

（

道路の安全対策のため

実

、既存道路を有効活用

現

した歩行者空間確保の

）

新しい施策、手法を検

に

討する必要があります

向

。

【引継課題】

・道路

け

整備における優先順位

た

の透明性の確保

・道路

基

整備に係る特定財源の

本

安定的確保と代替手法

計

の検討

画期間内の取り組みと方



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事    務    事    業    名

No 分    野    別    計    画
計画額 実績額 比較 (%)

実    施    計    画
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道路課　総括主査  林野　栄治

3391  県街路事業市町村負担金

1,131 1,120 △1.0

6076  国道4号交差点接続部整備事業（第1巣子線外2路線）

41,839 0 皆減

7509  巣子野沢線道路改良舗装事業

184,676 186,003 0.7

11016  畜産試験場柳沢線道路改良舗装事業

200,189 181,341 △9.4

11604  第４砂込線道路改良舗装事業

0 0 0.0

11606  第６湯舟沢線道路改良舗装事業

0 0 0.0

12183  第４風林線風林橋架替等事業

0 0 0.0

16107  向新田線道路改良舗装事業

165,500 21,771 △86.8


